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研 究 成 果 概 要

映像メディアを身近で簡単に取り扱うことができるようになり，ますます映像コンテンツの重要性が高まっている

にもかかわらず，映像制作には依然として多くの知識と経験が必要である．良い映像を得るためには，熟練したカメ

ラマンやディレクターが豊富な知識や経験に基づいて種々の技法を臨機応変に用いることが必要となっている．これ

を非専門家が真似るのは難しく，質の良い映像を制作するための支援が望まれている．

このような背景から，本研究では制約充足と最適化による編集モデルを提案した．これにより，様々な編集技法を

計算可能なモデルで説明することや，複雑に絡み合っている種々の映像編集の規則やテクニックを用いた自動編集を

行うことを目的としている．

その概要は下図の通りである．本モデルでは，映像を 1 秒程度のセグメントに分割し，そのセグメントに埋める
ショットを決めていく問題として映像編集を考えた．そのための編集規則を評価関数や制約の集まりとし，これらの

規則とシーン中で起こっているイベントを基に最適化問題として映像編集の問題を解く．

Editing = {V, S, E,O, C}
ショット集合 (S) ショット (si)の集合
ビデオシーケンス (V ) 単位時間の長さを持つビデオセグメント v(t)，(t = 0 ∼ tmax)の並びからなる，ビデオ

シーケンス
イベント集合 (E) 対象シーン中で起きているイベント (ei)の集合
評価関数 (O) 各ショット (またはショット列)の良さを計算するための評価関数 (oi)の集合
制約 (C) ショットの並び方やつなぎ方に関する制約の集合

図: 制約充足と最適化に基づく編集モデルの概要

ここで，制約条件を満たしながら以下の評価Gを最大にするビデオシーケンス V を求めること，つまり，各ビデオ

セグメント v(t)へのショット siの割り当てを求めることを編集の目的とする．
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我々はこの手法を用いて実際の映像に対する編集実験を行い，様々な編集結果が得られること，編集規則を目的に

合わせて設定することによって，それに応じた編集結果が得られることを確かめた．
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